
 

  

近年「エリアマネジメント」という、住民、事業主、地権者等による自主的な取組が各地で進

められています。「エリアマネジメント」というと難しい印象を受けるかもしれませんが、地域の住

民の皆さんやそこで事業をされている方などが中心となって、主体的に地域の維持管理や運

営の方法を実践する、つまり「地域自らがまちを持続・発展させていくこと」です。 

エリアマネジメントは、様々な取組があり、その進め方も地域によって多様ですが、快適な地

域環境だけでなく、地域活力の回復、地域への愛着や満足度の高まりにもつながるという報告

もあります。今回、「エリアマネジメント」についてその仕組みや各地の実例、考え方などを学び、

こうした取組を通じて自治のあり方をあらためて考えてみたいと思います。ぜひご参加ください。 

  

１ 日     時 平成 27年 11月 21日（土）13時 30分～17時 

２ 場     所 賓日館 2階翁（三重県伊勢市） 

３ スケジュール  

13時～ 受 付 

13時 30分 開会（挨拶） 

13時 35分～15時 5分 講演（90分） 

地域をマネジメントする新しい風 

～エリアマネジメントと地方自治～ 

駒澤大学 教授 内海麻利氏 

休憩（10分） 

15時 15分～16時 15分 事例報告（60分） 

伊勢市河崎の取組  

 NPO法人伊勢河崎まちづくり衆 

          高橋 徹氏 

16時 15分 ～16時 55分 意見交換（40分） 

17時 終了 

17時 15分～  交流会 

４ 参  加  費 自治体学会員…無料 自治体学会員外…3000円 

            ＊当日、会員へのお申込みも受け付けています。一般会員の会費は年度後半

のため半額となります。入会ご希望の方はご相談ください。 

（参考）会費  一般：7500円（学生：3750円） 

５ 主      催 自治体学会 東海自治体学会 政策法務・ＭＩＥ 

６ そ   の   他   

（1）17時 15分から交流会を二見プラザ（講演会会場から徒歩 10分）で開催します。ご参加

いただける方は講演会参加と同時にお申し込みください。会費 5000 円。懇親会終了後、Ｊ

Ｒ二見浦駅までバスでお送りします。 

（2）宿泊を希望される方は、地元（伊勢市・鳥羽市など）のホテル等をご紹介いたします。予

約、お支払等は各自でお願いいたします。 

（3）二見は、昔から有名な観光地です。当日は二見町内 夫婦岩及び海岸散策をお楽しみ

いただけます。また、ご希望がありましたら、翌日、エクスカーションとして伊勢神宮正式参

拝を企画いたします。正式参拝は、少なくともスーツ着用のうえ、予約不可のため行ってか

ら申し込むので、当日の混み具合で時間がかかったりかからなかったりします。また別途費

用が必要（人数にもよりますが 1名当たり 2000円程度と予想）となります。 

自治体学会講演会「まちづくりの新しい風 エリアマネジメントを考える」 

 



７ 交通アクセス   賓日館はＪＲ二見浦駅から徒歩 12分です。       

                当日の二見浦駅までのアクセスは次のとおりです。 

 

＜往路＞ 

 ＪＲ名古屋駅 （津駅） （松阪駅） （伊勢市駅） 二見浦駅 料金 

快速みえ 11:37 12:31 12:48 13:08 13：15 2170円 

 近鉄名古屋駅 （津駅） （松阪駅） （伊勢市駅） 二見浦駅  

近鉄特急 

ＪＲ参宮線 

11:10 11:59 12:17 12:32 

12:46 

 

12:54 

 

2980円 

 

＜復路＞ 

 二見浦駅 （伊勢市駅） （松阪駅） （津駅） ＪＲ名古屋駅 料金 

快速みえ 17:45 17:52 18:18 18:33 19:30 2170円 

 19:26 19:33 19:58 20:13 21:12 2170円 

 二見浦駅 （伊勢市駅） （松阪駅） （津駅） 近鉄名古屋駅  

ＪＲ参宮線 

近鉄急行 

近鉄特急 

20:10 20:18 

20:25 

（21:13） 

20:39 

（21:37） 

20:59 

21:02 

 

 

21:52 

 

 

2560円 

 

８ 賓日館（国指定重要文化財）のご案内（賓日館ＨＰから抜粋） 

賓日館は明治 20 年、伊勢神宮に参拝する賓客の休憩・宿泊施設として、神宮の崇敬団

体・神苑会によって建設されました。 明治天皇の母であられる英照皇太后のご宿泊に間に

合うようにと、明治 19 年 12 月に着工、翌年 2 月 19 日に竣工。これほどの短期間で格調高

い建物が完成したのは驚異といえましょう。その後、明治末期から大正初期にかけてと昭和初

期の２回の大増改築を重ね、現在の状態となったのです。 

明治 24年 7月 29日から 3週間余り、ご幼少時の大正天皇(明宮嘉仁親王)が避暑や療

養、水泳訓練などを兼ねて滞在されたのをはじめ、歴代諸皇族、各界要人が数多く宿泊され

ました。そして明治 44 年２月には隣接する二見館(三重県初の政府登録国際観光ホテル)に

払い下げられ、二見館の別館として平成 11年まで貴人の宿泊所とされてきました。 

 二見館の休業後、平成 15年に二見町に寄贈。賓日館では、建物だけでなく庭園も含めて、

当時一流の建築家による品格のある洗練されたデザイン、選び抜かれた材料やそれに応える

職人たちの技など、日本の伝統建築の粋を目の当たりにすることができます。 

建築学的見地からだけでなく、明治から大正、昭和、平成へと二見町の近代史を語り伝え

る国指定重要文化財です。 

 

申し込み・問い合わせ先 

 政策法務・ＭＩＥ  

seisakuhoumu.mie2015@gmail.com   

  所属、氏名、連絡先（メール、電話等

連絡がつくようにお願いします）、自治

体学会員の場合は会員番号、交流会

参加希望、その他ご要望（宿泊紹介

等）等を記載していただき、メールでお

願いします。 

講演会：１１月１３日（金） 

交流会参加希望の方：１１ 月６ 日（金） 
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